
未来の IT エンジニアのためにできること  

～ジェンダーギャップを乗り越えて～  開催  

JISA 人材委員会学校教育に関する活動部会  

 令和 7 年 2 月 27 日(木)、IT 業界におけるジェンダーギャップの課題を考える

イベント「未来の IT エンジニアのためにできること～ジェンダーギャップを乗

り越えて～」が開催した。本イベントは、IT 業界におけるジェンダーギャップ

の現状について、参加者間で共通認識を深めること、又、それぞれの立場にお

いて実践可能な取り組みを考えるきっかけを提供し、具体的なヒントを得る機

会を目的として、人材委員会学校教育に関する活動部会（部会長：今野奈穗子 

日鉄ソリュージョンズ (株)、萬谷康夫 日鉄日立システムエンジニアリング (株)）

が企画した。参加者は、関係者含めて約 50 名。  

 

 冒頭、萬谷部会長が「部会では、小学校から高校までプログラミング教育に

関する活動支援を行っているが、中学校段階で女子の比率が減ることが顕著に

表れている。一方、企業で女性比率が低くなっている。この 2 つの課題につい

て講師にご講演、パネルディスカッションをして、皆様の意識が高まっていた

だければ」と述べた。  

 

 講演 1「当事者から見る IT 業界のジェンダーギャップ」では、咸  多栄(だむ

は) 氏(bgrass 株式会社 CEO/CTO)から、自身の生い立ちからキャリア、会社

を設立したきっかけ等の紹介後、IT 業界のジェンダーギャップについて事例を

交えて紹介があった。  

 

 講演 2「次世代への理工系のススメ」では、加藤  美砂子  氏(お茶の水女子大

学理系女性育成啓発研究所 所長)からお茶の水女子大学理系女性育成啓発研究

の取り組み、データを交えた女子中高大学生の理工系の割合について紹介後、

理工系女子女性人材を増やすための取り組みについて紹介があった。  

 

 その後、咸  多栄(だむは) 氏、加藤  美砂子  氏、萬谷部会長、今野部会長でパ

ネルディスカッションが行われ、現地参加の方を対象に、ネットワーキングが

行われた。  

 



 アンケートでは、「当事者の生の声を聞ける機会が貴重だった」「多様性を

活かすためのヒントを得られ、ジェンダーギャップの解消にとどまらない視点

を持つことができた。」「産学両面から理系女性人材の育成についての話が聞

けたのが参考になった」等、意見があった。  

 

 学校教育に関する活動部会では、今後もプログラミング教育に関する活動支

援に関する活動を推進する。  

 

イベントの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（溝尾）  

 

QA・パネルディスカッション  

ネットワーキング  

咸 多栄(だむは) 氏（右）  

加藤 美砂子 氏（左）  


